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能登のクリスマス 復興に願いを込めて 

  

～障害のある人の SOS・相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

 何より印象深いことは、能登の広いエリアに集落が点在し、そこに障害のある人が暮らしているこ

と。事業所に通うだけでも大変な労力が掛かる。これは、被災に関わらずある、この地域特性であろ

う。一方で圧倒的な人手不足はこの被災に起因することが大きい。それでなくても福祉業界に人が集

まらなくなっている昨今、どう対策を講じるか日本中が頭を抱えている。何とか被災地職員雇用加算

などの施策が出来ないものかと切に願う。                                        

    （埼玉 やどかりの里 坂本佳代子） 

  

  

 

協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

 今回初めての支援で、緊張の中でのスタートとなりました

が、第 81 クールの皆さんに色々と教えていただきながら

徐々に慣れて行き、様々な支援を経験することが出来まし

た。能登の震災後の爪痕を肌で実感し、想像以上に大きな被

害が今も残っていることがわかりました。仮設は様々なとこ

ろに設置されており、山の中の仮設にお住いの方の通院支援

は通院先までの距離や時間を考えても、車がなければ通えず

とても大変な生活をされているというはなしを聞いて、少し

でもお役に立てればと思いながら支援をさせていただきま

した。                

 (兵庫 上坂部なかまの家 西川和也) 

 

 

児童ホームあだぷと～クリスマス～ 
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～各事業所でのクリスマス会🎂＆忘年会🍴～ 

 

      

      

      

      

      

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 

https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

 

                                         

 

2 回目の能登支援でした。前回とは違う支援先に携わらせて

いただき、また新たに事業所、利用者の話を聞くことができまし

た。「ドラッグストアばっかりできるね。しまむらなくなっちゃった

よ。輪島に本屋がほしい。」と漏らした利用者の嘆きに、これから

の能登が災害を乗り越えてこれまで以上に豊かな生活を送るこ

とができる場所になるにはどうすればよいのかと考えさせられ

ました。神奈川に帰ってからも能登のためにできることを 1 つで

も見つけられるように関心を持って過ごしていきたいと思いま

す。              （神奈川 さかもとてらす 石川直輝）                     

 一期一会の生活介護に参加させていただきました。給食

は、職員さんが増えて、以前の手の込んだ食事が毎日並ぶよ

うになり、この日は、利用者さんリクエストのトンカツとオム

ライス、皆さんとても嬉しい表情でした。スーパーではお正

月用品が多く並んでいましたが、年を越すことが毎年お辛い

ことだと、現地に来て改めて実感しました。 

                  （埼玉 みんなのて 高橋良江） 

  

 この 3 カ月、毎月 1 週間ずつ、やなぎだハウスに継続して入

ったこともあり、だいぶみんなと打ち解けて冗談を言い笑いな

がら作業ができるようになりました。来るたびに少しずつ、元に

戻ってきた感じです。それぞれの方の状況もわかって、少しは

役に立った実感がありました。やはり継続は力ですね。来年も

できる限り微力でも何らかの形で支援を続けたいと思います。   

（大阪 いずみ野福祉会 上月正洋） 

 

あすなろふたばぱいんの会 

忘年会はココスでランチ 

やなぎだハウス～クリスマスに乾杯～ 

一互一笑～クリスマスランチ～ 
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